

































































κ= -3、 s= 9_80 
図 1: (κ?グ)上における各種の解が安定
な領域。 1:自明解、 1:巡回的な解、 11:部











巡回的な解:(Zl(t)ぅZ2(t)，Z3(t))ニ (f(t)， f(t) e -2;iぅf(t)e一王子)
部分反位相解:(Zl (t)ヲZ2(t)，Z3(t)) = (0， f(t)ぅ-f(t))
ただし、 f(t)= Rei(l十βR2)t十(}o)、Rニゾ-1-3κ。この他に部分間位相解 (Zl(t)= Z2(t)) 
が存在するが、この解は常に不安定である。これらの周期解は分岐点 κニ -1/3において
自明解 (Zl= z2 =勾=0)から分岐したもので、分岐直後に安定なものは巡回的な解のみ
である。 9がある程度以上大きい場合は、 κを下げていくにつれ、巡回的な解がsubcritical
なHopf分岐により不安定化し、部分反位相解が subcriticalなHopf分岐により安定化す
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図 3:82トーラスの分岐図 (α=1)0 IV 
(太い曲線で上下を挟まれた領域): 82 トー
ラスが安定、灰色 :81トーラスが安定。
図 4:82 トーラスの模式的な分岐図。 (a)










カオスへと遷移していくことがわかる。このとき、 crisis-ind uced intermittencyが起こり、
融合する前にアトラクターが存在した領域間を軌道が移り変わることを確認した。この
attractor-merging crisisにより、カオスアトラクタ}の数は6から 3へと変化するが、さ
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